




Conflict between the established parties and the Ministry of the 






























































































、 、 、 、 、 、 、 、 、
本精神を基調とし
近
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
代国防の要諦に合致せる全体主義的国家の体制を整備し、国
、 、 、 、 、 、
力の合理的
運




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
裁主義の政治の下に、政
、 、 、 、 、 、 、 、 、
党が存在する筈は
な
、 、
いが、新党はしかくこれを信ずるのであ（傍点正田）」った。さらに既
成政党内部にもその動きがあった。最初は近衞を党首にと考えていたのだ
が、近衞の出馬が絶望となるや、もともと宇垣を担いでいた一派と合流した。
だからこそ「宇垣がの
、 、
るかそ
、 、
るかは、政党主義の、関ヶ原だつたのである。
然るに宇垣は、あのやうに、無惨の敗北を味はざるを得なかつた。これは
また、政党の敗北だつたのだ（傍点原文）」。130
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山浦貫一によると、新党運動に関し、政友会からは中島の名が、民政党
からは永井の名が挙がっていた。「旧臘から一月の十七日迄数回にわたり、
郊外某所で会合がもたれた。……永井も中島も、そして林も有力なメンバー
だつた」のであり、そのため二人に対して党籍を離脱した上での林内閣へ
の入閣話が持ち上がっていた。その会合の席で中島は、「近衛に政権が来
たらば、新党運動の実際化を期さうといふのは、いかにも政権欲が目標と
なつて不純である。だから近衛に政権が来ない前に実行に取りかゝり度い」
と言っていた。
さらに山浦は、永井の「民政党の分裂政策を自ら講ずべしとする男気」
が大発見であったと述べ、「中島がもし、政友会を捨て、新党に走る場合が
あると仮定すれば、党は大分裂を来すこと必定である」と論じている。131
この新党運動に関与した有馬頼寧は、戦後になって次のように論じてい
る。
一九三六年夏に、当時日々の記者だった今尾登が訪ねてきて、新党樹立
について談合する適当な場所がないので、荻窪の有馬の家でしたいと述べ
た。有馬は、自身の運動への参加可否については後の話にしてもらいたい
と言い、会合だけを承諾した。
集まった顔ぶれは、政友会系は中島、山崎達之輔、民政系は永井、財界
から結城豊太郎、官僚から後藤文夫、司法から小原直で、それに有馬が加
わったのだが、不思議なのは林の参加である。二三回会合した結果、新党
を結成する、しかもそれは政党以外の人々によって企画され、政党人は出
来上った後に参加するということにしたのだが、結局誰を中心にするかと
いう点になると、近衞ということになった。そこで有馬が近衞に話したと
ころ、案の定断られた。近衞は新党による日本の政党政治復活を希望して
はいたが、政党が自分たちの復活のために近衞を利用する懸念もあったの
で、「襖だけをはずしたような新党計画は僕はいやだ」と言っていた。
近衞新党を目指した荻窪会談はこのようにして雲散霧消したのだが、「後
になって私はこの会談なるものが近衛新党だけを目的としたものでなく、
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ほかにも或意図があったのではないかということに気づきました」。と言
うのも、それから間もなく林内閣が出現し、この会談の出席者から何人か
入閣したからである。132 なお、他にも海軍の安保清種や政友会の前田も
加わっていた。133
さて、このように有馬は述べているのだが、彼自身の日記（尚友倶楽部・
伊藤隆編『有馬頼寧日記３』山川出版社、二〇〇〇年）を見ると、一二月
一四日に有馬は永野海軍大臣を訪問、「二十四日の会合のことにつき話す。
誰れか海軍の方よりも出席させたしとの事。帰りて今尾氏を呼びよせ永野
海相と人選につき相談する様話」し、一九日には中島と海軍の代表者出席
のことを打ち合わせている。さらに一月一二日には寺内陸相と会見した際、
「新党運動の経過をきか」れた。寺内は新党運動を知っており、気にかけ
ていた。このことからも分かるように、この運動は軍に近いものであった。
九、むすびにかえて
林内閣は三月三一日に、いわゆる「食い逃げ解散」を行なった。そして
その選挙の結果であるが、江口圭一は、政民両党で絶対多数を制して政党
懲罰という目的は達せられなかったと述べ、さらに棄権率が高かった理由
として、「林内閣ひいては政治そのものへの不信と失望がいかに拡がって
いたかを示すものであったといえよう」と結論付けているのだが、134この
棄権率の高さは林内閣というよりは、むしろそれに対抗すべき既成政党へ
の不信感を表わしたものではなかろうか。林内閣に対する失望感が拡がっ
ていたのであれば、それに敵対するはずの既成政党に票が集まって然るべ
きである。しかし結果は民政党が二五議席減の一七九議席、政友会が四議
席増の一七五議席確保で、両党で絶対多数を制したとはいえ、二一議席も
減らしている。それに対して社会大衆党は一七議席増の三七議席を確保し
た。この選挙結果について升味準之輔は、社会大衆党がこの選挙で絶頂に
達したとしながらも、「満州事変以来既成政党よりも急角度で右傾化しつ
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つあった」ため、それは左翼の増大と見ることは出来ないと論じている。
135この結果は国民に対する既成政党の裏切りによって齎されたのではなか
ろうか。
馬場恒吾は、「挙国一致と政党主義とは化合出来ない素質を有つてゐる。
然るにかれらはかうした突発事件（五・一五事件や二・二六事件―正田）
の電気に打たれて化合した。それが挙国一致内閣に含まれる矛盾である。」
と述べ、さらに「挙国一致主義と政党主義との根本的な矛盾は前者が挙国
一致の美名の下に、専制政治を行はんとするに対して、後者がそれを排し
て、国民の意志の趨く方向に依つて政治を決定せんとする所にある。」136
と論じているのだが、議会・政党に拠って立つはずの政治家たちの、一見
矛盾した行動が、実は権力欲や保身のためであったと考えるとすんなり腹
に落ちる。
このように自ら好機を逸して国民をますます失望させた既成政党は、升
味が言うように、「政界に地歩を保持する方法」としては、一層時局便乗
的に「軍部に同調しながら割込む」以外なく137、それはやがて新体制運動
における既成政党の自発的解党へとつながっていくのである。
１　堀真清『西田税と日本ファシズム運動』岩波書店、二〇〇七年、参照。
２　阿部真之助『人間と社会』三省堂、一九四〇年、二六三頁。
３　馬場恒吾『立上がる政治家』中央公論社、一九三七年、二二頁。
４　寺内寿一刊行会・上法快男編『元帥寺内寿一』芙蓉書房、一九七八年、三五頁。
５　拙稿「二・二六事件後の陸軍の政治進出」（『早稲田政治公法研究』第八八号、
早稲田大学政治学研究科、二〇〇八年、所収）を参照。
６　古川隆久『戦時議会』吉川弘文館、二〇〇一年、三頁。
７　坂野潤治『昭和史の決定的瞬間』筑摩書房、二〇〇四年、八九―九〇頁。
８　井上寿一『政友会と民政党』中央公論新社、二〇一二年、一九六頁。
９　加藤陽子『模索する一九三〇年代』山川出版社、一九九三年、二二四―二二五頁。
10　同上、二四四頁。
11　寺池浄「挙国一致か対立か（政党に寄す）」（『改造』一九三六年一二月号、所収）。
12　原田熊雄述『西園寺公と政局　第五巻』岩波書店、一九五一年、一七三頁。
13　陸軍省新聞班『陸軍軍備の充実と其の精神』一九三六年、八六―八七頁。
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14　次田大三郎「東京裁判供述書関係史料」太田健一・岡崎克樹・坂本昇・難波俊成
著『次田大三郎日記』山陽新聞社、一九九一年、所収、一七一頁。なお、原文の
カタカナは平仮名に改めた。以下同じ。
15　山中永之佑「一九三六年の陸軍省『国政刷新要綱案』と『国政刷新要綱案別冊』」
（追手門学院大学経営学会『追手門経営論集』第二巻第一号、一九九六年、所収）
六四―六五頁。
16　同上、六六―六七頁。
17　拙稿「近衛新体制から翼賛選挙に至るまでの議会と政党政治家の動向」（早稲田
大学政治経済学会『早稲田政治経済学雑誌』三六九号、二〇〇七年、所収）参照。
18　『東京朝日新聞』一九三六年九月二九日朝刊。
19　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一〇日朝刊。
20　佐藤賢了「支那事変に至る陸軍の動向を卜する諸問題」防衛省防衛研究所所蔵、
一九五七年。
21　和田日出吉『二・二六以後』偕成社、一九三七年、四七頁。
22　『東京朝日新聞』一九三六年一〇月三〇日朝刊。
23　同上。
24　第六九帝国議会で可決された「議会制度革正に関する決議案」に基き一九三六年
七月一五日に内閣に設置された（衆議院・参議院編『議会制度百年史　帝国議会
史　下巻』大蔵省印刷局、一九九〇年、四四六頁）。
25　『東京朝日新聞』一九三六年一〇月三〇日朝刊。
26　城南隠士『政界夜話』新日本社、一九三七年、五六〇頁。
27　前掲『二・二六以後』六六―七一頁。
28　佐藤賢了『大東亜戦争回顧録』徳間書店、一九六六年、六四頁。
29　前掲「支那事変に至る陸軍の動向を卜する諸問題」。
30　前掲『立上がる政治家』二七―二八頁。
31　吉野作造「憲政の本義を説いてその有終の美を済すの途を論ず」岡義武編『吉野
作造評論集』岩波書店、一九七五年、所収、九一頁。
32　『東京朝日新聞』一九三六年一一月三日朝刊。
33　『東京朝日新聞』一九三六年一一月四日朝刊。
34　同上。
35　『東京朝日新聞』一九三六年一一月三日夕刊。
36　『東京朝日新聞』一九三六年一一月五日朝刊。
37　同上。
38　『東京朝日新聞』一九三六年一一月六日夕刊。
39　一一月九日に「今後半恒久的団体として事ある毎に会合幹部を鞭撻して少壮気鋭
の連中の意向を党に反映せしめて行かうとの方針で政党政治の改革、行政機構の
問題についても何等かの具体案を作成軍部方面のいはゆる改革案に対處して行く
方針」に決まった。世話人は松田竹千代、森下國雄、青木亮貫、長野高一、松田
正一、内藤正剛、桝谷寅吉、漢那憲和、武知勇記、坂東幸太郎、喜多壮一郎、三
好栄次郎、森兼道、古田喜三太、本田英作、戸澤民十郎、眞鍋儀十、山森利一、
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川崎末五郎、清水留三郎、原玉重、尾崎重美、中亥歳男、松村久義、日比野民平、
片山一男、堀内良平、濱野徹太郎、朝倉毎人、大島寅吉、植村嘉三郎、山邊常重、
小坂梅吉、小柳牧衛の三四名（『民政』第十巻第十二号、民政社、一九三六年、
一〇七―一〇八頁）。
40　『民政』第十巻第十二号、一九三六年、一〇七頁。『東京朝日新聞』一九三六年
一一月六日朝刊。
41　『政友』一九三六年十二月号、立憲政友会会報局、五四頁。『東京朝日新聞』
一九三六年一一月五日朝刊。
42　『東京朝日新聞』一九三六年一一月六日朝刊。
43　前掲『議会制度百年史　帝国議会史　下巻』四四七頁。
44　『東京朝日新聞』一九三六年一一月七日夕刊。
45　同上。
46　『民政』第十巻第十二号、一〇七―一〇八頁。『東京朝日新聞』一九三六年一一
月七日朝刊。
47　『東京朝日新聞』一九三六年一一月七日朝刊。
48　『東京朝日新聞』一九三六年一一月八日朝刊。
49　同上。
50　『政友』一九三六年一二月号、四九―五〇頁。
51　『政友』一九三七年新年号、四九頁。
52　『民政』第十一巻第一号、一九三七年、一五九頁。
53　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一〇日朝刊。
54　『民政』第十一巻第一号、一五九―一六〇頁。
55　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一〇日朝刊。
56　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一二日朝刊。
57　『民政』第十一巻第一号、一六〇頁。
58　前掲『西園寺公と政局　第五巻』一八九―一九〇頁。
59　関口泰「言論自由の基礎に立直れ」（『中央公論』一九三七年二月号、中央公論社、
所収、四九頁）。
60　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一七日朝刊。
61　同上。
62　斎藤の日記（伊藤隆編『斎藤隆夫日記　下』中央公論新社、二〇〇九年）には、
この時期に山本と会ったという記述はない。
63　前掲『西園寺公と政局　第五巻』一九一頁。
64　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一八日夕刊。
65　『東京朝日新聞』一九三六年一一月一九日朝刊。
66　『東京朝日新聞』一九三六年一一月二〇日夕刊。
67　同上。
68　『東京朝日新聞』一九三六年一一月二〇日朝刊。
69　『東京朝日新聞』一九三六年一一月二一日夕刊。
70　『東京朝日新聞』一九三六年一一月二一日朝刊。
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71　『東京朝日新聞』一九三六年一二月三日夕刊。
72　前掲『斎藤隆夫日記　下』二一二頁。
73　『東京朝日新聞』一九三六年一二月三日夕刊。
74　『東京朝日新聞』一九三六年一二月三日朝刊。
75　前掲『西田税と日本ファシズム運動』三〇二―三一一頁参照。
76　 『報知新聞』一九三六年一二月三日（大正昭和新聞研究会編『新聞集成昭和編年
史　昭和十一年』所収、七五三頁）。
77　『東京朝日新聞』一九三六年一二月三日夕刊。
78　前掲『西園寺公と政局　第五巻』二〇〇頁。
79　 安藤正純「寺内陸相に呈するの書」（安藤正純先生遺徳顕彰会『安藤正純遺稿』
一九五七年、所収、八三頁）。
80　 『報知新聞』一九三六年一二月三日（前掲『新聞集成昭和編年史　昭和十一年』
所収、七五四頁）。
81　『東京朝日新聞』一九三六年一二月三日朝刊。
82　 『民政』第十一巻第一号、一六一頁。『東京朝日新聞』一九三六年一二月六日朝
刊。
83　 鈴木安蔵「立憲主義的分子に一縷の望みを」（『中央公論』一九三七年二月号、
中央公論社、所収、五二―五三頁）。
84　今中次麿「政党復活論批判」（『中央公論』一九三七年二月号、所収、一八頁）。
85　 蝋山政道「革新議会の展望」（『中央公論』一九三七年二月号、所収、三六、
四三頁）。
86　前掲「言論自由の基礎に立直れ」四九頁。
87　 戸坂潤「思想議会たるを知れ」（『中央公論』一九三七年二月号、所収、五六―
五七頁）。
88　 「時局と人物を語る」（『改造』一九三七年新年号、改造社、一九三七年、所収、
一六五―一六七頁）。
89　前掲「挙国一致か対立か」二五五頁。
90　『民政』第十一巻第三号、一一九頁。
91　『東京朝日新聞』一九三七年一月一五日朝刊。
92　前掲『斎藤隆夫日記　下』二二二頁。
93　『東京朝日新聞』一九三七年一月一五日朝刊。
94　前掲『西園寺公と政局　第五巻』二三三―二三四頁。
95　『東京朝日新聞』一九三七年一月二二日朝刊。
96　『東京朝日新聞』一九三七年一月二二日夕刊。
97　阿部真之助「宇垣から林まで」（『日本評論』一九三七年三月号、所収、一五三頁）。
98　矢次一夫『昭和動乱私史　上』経済往来社、一九七一年、一九五頁。
99　『東京朝日新聞』一九三七年一月二三日朝刊。
100　『東京朝日新聞』一九三七年一月二二日朝刊。
101　同上。
102　河合哲雄『平生釟三郎』羽田書店、一九五二年、七七九頁。
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